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第 1章  背 景及び目的

1.1 背 景

動画像によるテレビ電話 ・会議システムは ISDNの 有効なアプリケーションとして注

目されており、我が国をはじめ各国で開発が進められている。しかし、これまでのシステ

ムは画像符号化方式や装置間の接続方式等が標準化されていなかったため、異なるシステ

ム間では、相互通信を行うことが不可能であった。

そこで、国際電信電話諮問委員会 (CCITT;現 在 ITU― T)に おいて動画像符号

化の方式や接続手順等の標準化作業が進められ、 1990年 12月 に勧告された。一方、

国内では、当 (社)電 信電話技術委員会 (TTC)に おいて ITU― Tに 準拠した標準化

作業が進められ、 ITU一 T勧 告とほぼ同時期に国内標準を制定すると共に、 1992年

9月 に 「ディジタルテレビ電話 。会議相互接続実施ガイドライン (TTC―G-001-Vl)」を制

定し、現在までの相互接続試験に供 している。

その後、 1992年 11月 には 16kbit/s音 声符号化方式、 1993年 4月 には

JT― H320関 連の 5件の標準が改訂され、多地点接続関連の 3件が、新たにTTC標

準として加えられた。さらには、オーディオビジュアル ・サービスを規定する標準として

4件 があらたに制定された。セキュリティに関しては機密保持システムが標準化され、鍵

管理システムが今後の標準化の課題として残されている。また、複数のB又 はHOの 統合

についても課題が残されている。

この度、 「ガイ ドライン (TTC―C-001-Vl)」制定後のこのような標準化の進展に対応じ

て見直すこととなったが、これらの技術項目のそれぞれが今後 ITU― Tお よびTTCに

おいて個々に改版される可能性があり、全てを 1つのガイドラインにて網羅することは将

来において混舌Lを生じる原因となりかねないことを考慮して、 「ガイドライン(TTC―G-001

-Vl)」 はそのまま存続させ、新たにテレビ電話 ・会議システムの端末的側面を主たる対

象とした 「ガイドライン (端末編)」 を制定することとした。他の技術項目については、

必要に応じて各々に対する 「ガイドライン (TTC―G―XXX―VX)」 を制定する予定である。

今後、標準の制定及び ISDNサ ービスの拡大とあいまって、ディジタルテレビ電話 ・

会議システムの普及が飛躍的に進展するものと予想されるが、その健全な発展と普及を図

るためには、標準に基づいて開発されたシステム間の相互接続に関するさまざまな課題を

順次解決し、その成果を標準にフィー ドバックすることが重要である。
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1.2 目  的

上記標準に基づく製品が市場に広まりつつある状況の中で、各ユ
ーザにおける円滑なデ

ィジタルテレビ電話 。会議システムの利用を促進するためには、各製品間での相互接続性

の確保が必要不可欠である。しかしながら、今後予想される製品機能の多様化により標準

に準拠 し製造されている製品同士でも相互接続性が必ずしも確保されていない場合があり、

相互接続試験の実施による接続性の確認が必要となる。

本 「ガイドライン (端末編)」 は、上記の状況のなかで各社の製造する端末間での相互

接続性を確保するために実施すべき相互接続試験の内容、手順について規定するものであ

る。今後、本 「ガイドライン」に基づき、通信機械工業会が事務局を務める 「ディジタル

テレビ電話 。会議相互接続試験実施連絡会」等において、具体的な相互接続試験が実施さ

れ、各製品間の相互接続性の確保が図られるが、その結果、我が国におけるディジタルテ

レビ電話 。会議の本格的な展開に向けた環境の整備が進展するとともに、標準自体の実効

性も高められ、新たな標準を策定していく場合の参考として活用されることが期待される。

1.3 相 互接続試験の範囲

既制定の 「ガイドライン (TTC―G-001-Vl)」では、端末Type Xb4,Xb5お よ

び、端末Type Yl(オ プション)を 対象とした。

本 「ガイドライン (TTC―G-007-Vl)」の相互接続試験の対象は、TTCに おいて制定さ

れた標準仕様」T一 H320、 H230、 H261、 H242、 H221に 基づいた端末

Type Xa,Xbl,Xb2/3,Xb4,Xb5お よび端末Type Yl相 当を

範囲とする。

この範囲は、上記標準仕様の全てを包含するものではなく、実際上最も必要な相互接続

性の試験実施について規定するものであり、今後必要に応じて随時充足していくものであ

る。
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第 2章  試 験の前提条件

2.1 準 拠すべき標準

図2.1に 」T一 H320の テレビ電話 。会議システムを示す。本システムの相互接続に

関して準拠すべき代表的標準を以下に示す。

2.1.1 オ ーディオビジュアルテレサービス関連

(1)」 T一 H320  狭 帯域テレビ電話 ・会議システムとその端末装置

(2)」 T― H261  p× 6 4 kbit/sオーディオビジュアルサービス用ビデオ符号化

方式

(3)」 T― H242  1 9 2 0kbit/sま でのディジタルチャネルを使用したオーディ

オビジュアル端末間の通信を設定する方式

(4)」 T― H230  オ ーディオビジュアルシステムのためのフレーム同期の制御信

号と通知信号

(5)」 T一 H221  オ ーディオビジュアルテレサービスにおける6 4 kbit/sから

1 9 2 0kbit/sチャネルのフレーム構成

(6)」 T― H231* 2 Mbit/sま でのディジタルチャネルを使用したオーディオビ

ジュアルシステムのための多地点会議制御ユニット

(7)」 T― H243* 2 Mbit/sま でのディジタルチャネルを使用した3個以上のオ

ーディオビジュアル端末間の通信確立手順

(81 」T一 H331* 同 報型オーディオビジュアル多地点間通信システムとその端末

装置

(9)」 T一 H233* オ ーディオビジュアル ・サービスのための機密保持システム

*第 2版においては使用しない。

2.1.2 オ ーディオコーデック関連

(1)」 T一 G711  6 4 kbit/sPCM(μ 則)

9)」 T一 G722  6 4 kbit/s以 下の 7 kHzオーディオ符号化方式

13)JT― G725** 6 4 kbit/s以 下の7 kHzオーディオコーデックの適用に関する

システム的側面
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14)」 T― G728  低 遅延符号励振線形予測 (LD一 CELP)を 用いた 1 6 kbit

/s音声符号化方式

**直接には使用しない。

2.1.3 ユ ァザ 。網イ

(1)」 T一 1411

ンターフェース関連

( 2 ) 」T 一 1 4

( 3 ) 」T ― 1 4

(4)」 T― Q920

(5)」 T一 Q921

(6)」 T一 Q930

(7)」 T一 Q931

(注1)端 末Typ

０

　

　

１

３

　

　

３

ISDNユ ーザ 0網インターフェース規定点及びインタ
ーフェ

ース構造

ISDN基 本ユーザ ・網インタ
ーフェース第 1層仕様

ISDNl次 群速度ユーザ ・網インタ
ーフェース第 1層仕様

( 注1 )

ISDNユ ーザ ・網インターフェース第 2層概要

ISDNユ ーザ 0網インターフェース第 2層仕様

ISDNユ ーザ ・網インターフェース第 3層概要

ISDNユ ーザ ・網インターフェース第 3層仕様

e Ylの 場合

」T―H320

網
イ
ン
タ
フ

エ
ー
ス
部

Ｍ
Ｕ
Ｘ
／
Ｄ
Ｍ
Ｕ
Ｘ

ビデオ入出力機器 ビデオコーデック

オーディオコーデックオーディオ入 出力機 器

テレマティック装置

|エ ンド・エンド信号制御部 C&I

エンド・網信号制御部

JT―H261

H。200/G711/G722/G728

Tシ リーズ、H。200/AV。270シリーズ等

JT―H242、 JT―H230、 JT―H221

I.400シ リーズ

JT―H221 1.400シリーズ

MCU:多地点
制御ユニッ

端末装置

図 2.1 テ レビ電話 。会議システム
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2.2 網 へ接続するための条件

2.2.1 網 へ接続するための条件

本試験はNTT INSネ ット64及 び INSネ ット1500に 接続して実施するため

以下の条件を満足することを前提とする。

(1)INSネ ットインターフェース関連

「NTT技 術参考資料 INSネ ットサービスのインターフェース」

第 1分冊  平 成 5年  1月  4日 改訂 (第6版 )

第 2分冊  平 成 5年  1月  4日 改訂 (第3版 )

第 3分冊  平 成 4年 10月  1日 改訂 (第3版 )

2.2.2 網 へ接続するための諸手続

(1)INSネ ットに接続して試験を実施する端末は、以下のいずれかの認可を終了して

おくこと。

①  (財 )電 気通信端末機器審査協会の 「技術的条件適合認定」

② NTTの 適合検査

9)T点 以外の接続分岐点を有する機器については、別途協議の上実施する。

2.3 事 前確認試験

相互接続試験に参加する端末は、事前に INSネ ットに接続し、以下の項目について自

社端末相互間で正常動作することを確認しておくこと。

① 3.5節 に規定される試験項目

② 通 信中、任意のタイミングにてシーケンスAを 受信し、規定の処理を実施し、これ

に応答出来ること。この際、むやみに障害と判断し回復不能な状態に陥らないこと。
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第 3章  相 互接続試験の実施方法

1 試 験環境

(1)試 験回線としては INSネ ット64を 用いるため、少なくとも試験当日は各参加者

の試験実施場所においてこれにアクセス出来ること。また、Type Yの 端末の試

験に参加を希望する場合には、参加希望者は INSネ ット1500に アクセス出来る

こと。

9)試 験における回線との接続を下図に示す。

<接 続試験のシステム>

試験回線には試験に供する端末のみ 1台に限って接続する。

連絡用電話を用意すること。

3.2 実 施方法

(1)複 数社が合同で試験を実施する場合

① 各 社機種総当たりとする。

ただし、 1社で複数機種参加の場合には、原則的にこれらの機種間の相互接続試験

は参加者の責任において既に完了しているものとする。

② 試 験は3.5節に示す項目について行う。

(D 単独の場合は相互接続試験実施済の機種と個別に試験を実施する。

う
ｏ

　

　

４
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3.3 試 験手順

(1)発 信者は着信者に電話 (スピーカーフォン等)連 絡し、試験の開始を伝える。原則

として試験中は電話は接続したままとする。

(2)発 信端末は着信端末の試験用 ISDN電 話番号へ発信する。

13)正 常に着信しない場合には3回 まで再発呼する。着信できない場合には(ηの手順を

行う。

(41 着信端末は、着信確認後別紙 1の項目により応答して相手の音声 。画像 。データ

(試験項目に含む場合)が 正常に受信出来ることを確認する。

15)通 信が少なくとも3分 間継続し、所定の試験項目が全て終了したことを確認のうえ、

着信者は発信者より先に切断する。

“)発 信者は正常に切断されることを確認する。

“)発 信者と着信者を入れ替え、上言己2)から“)の手順を繰り返す。

(81 発信と着信の両端末の同一の組合せであって異なる通信速度での試験を続けて実施

する場合、通信速度は低速からはじめて高速に移行するものとする。

19)参 加 1社当たり複数の機種について試験する場合、上記の手順を各機種について繰

り返す。

3.4 試 験結果のとりまとめ

試験終了後は着信側での確認結果を別紙 1のチェックシー トに記入し連絡する。

なお、試験の再実施を希望する場合には、その旨をチェックシー トMEMO欄 に記述す

る。

3.5 試 験項目

「ガイドライン (TTC―C-001-Vl)」においては、端末Type Xb4,Xb5、 オプ

ションとして端末Ylに ついて音声、画像のみで且つ通信途中でのモー ド変更を伴わない

条件で試験項目を規定したが、本 「ガイドライン (端末編)」 においては、ガイドライン

(TTC―G-001-Vl)に対して機能が向上 した端末を想定し、これに対する試験項目を以下に

規定する。

以下に示す試験項目について、全ての項目あるいは全ての組み合わせについての確認は

必ずしも要しない。
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但し、試験においては、

1)受 信側での必須ループバックコマンド、

2)1 6 kbit/s音 声符号化 (」T一 G728):該 当機種のみ、

3)通 信中最低 1回の通信モー ド変更 (転送 レー ト変更は含まない)、

等の使用あるいは実行により、設定された転送レー トにおける音声 ・画像 ・デ
ータ (試験

項目に含む場合)の ビット配分が変化するように、いずれかの動作モ
ー ドの変更を実行す

るものとする。3)の実現手段として、音声モー ド変更やLSDの オン/オ フの実行が期待

される。

(その他の機能の試験については、参考のため
一部を3.6節 に記述している。)

参考のため、各通信モー ドでのビットアサインを付録 1に、アンケ
ー ト用紙を付録 2に 、

供試端末一覧表を付録 3に 、試験時間と対向機種についての表を付録 4に 示す。

(1)Type X

端末Type Xa,Xbl,Xb2/3,Xb4,Xb5相 当について、次の各

項目の動作の確認を別紙 1を用いて行う。

この動作は、ガイドライン (TTC―G-001-Vl)に対して音声符号化」T一 G728の

機能が追加された場合に相当する。

① ア ウトバンド信号による呼設定の確認

第 1チ ャネルの接続および受信能力に適合した転送レ
ー トによる付加チャネルの     一

接続を確認する。

② オ ーディオ ・ビデオ通信の確認

受信能力に適合したモー ドによるオーディオとビデオ通信を確認する。

③ 通 信モー ド切り替え

オーディオ ・ビデオ通信中にモー ド切り替えの確認を行う。ここでは必ずしも転

送レー トの変更を伴う必要はない。

・通信モード変更    :aO, al, bl, b2, b3の 通信モー ドの切り

替えを受信能力に適合した範囲で切り替え、正常な

通信が可能であることを確認する。
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。画像フォーマット変更 :QCIFお よびFCIFの 間でフォーマットを変更

し、正常な通信が可能であることを確認する。

④ デ ータ送受信確認

受信能力に適合した速度で、データ送受信の確認を行う。 (他社装置間でデータ

内容の確認は必須ではないが、適当な手段で確認することが好ましい。)

。低速データLSD ON/OFFに よるデータ送受信の確認。

・高速データHSD ON/OFFに よるデータ送受信の確認。

‐
      ⑤  必 須ループバックコマンドの確認

メンテナンスコマンドによリループバックの確認を行う。

・ディジタルループ要求LCDに よるループバックの確認。

・ループオフ要求LCOに より通常状態に回復することの確認。

⑥ 転 送レート変更

n× B、 m× HO等 の転送レートの変更が可能な端末は、チャネルの追加あるい

は削除を行い、正常な通信が可能であることを確認する。

⑦ 静 止画伝送

」T― H261付 属資料Dに 基づき静止画を伝送した後、相手側で正常な静止画

を受信し、且つ正常な通信が再開されることを確認する。

③ 呼 切断確認

第 1チャネル及び付加チャネルが使用されている場合には付加チャネルも正常に

切断されることを確認する。

(2)Type Y

端末Type Yl相 当について、Type X端 末と同様 (但し、付加チャネル

の設定は除く)に 動作の確認を行う。音声はJT― G722を 基本とする。

3.6 オ プショナル試験項目 (参考)

お互いが能力を有していることが判明している端末間においては、より高度な接続性の

試験を行うことが望ましい。

試験項目としては以下が考えられる。これらの実施については今後の端末能力の向上と

密接に関係することにより、要望が出た時点で検討するものとする。
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(1)多 地点通信関連のコマンド

・多地点対応機能 (MCS/MCN,MCC等 )

。必須受信コマンド (VCF,VCU)

9)Type X端 末の動作確認

Type Xql,Xq2/3,Xq4,Xq5

G)Type Y端 末の動作確認

Type Y2,Y3,Y4,Y5

に)Type Z端 末の動作確認

Type Zα ,Zβ

幅)A則 発信 ・μ則受信モー ド、A則 発信 OA則 受信モ
ー ド

(国内で使用する端末では不要)

輸)5 6 kbit/sモ ードの相互通信

(相手が 5 6kbit/sの回線でない場合、国内における標準的な端末はこのモ
ー ドの

動作をしないので、試験方法検討要)

(7)必 須でないメンテナンスコマンド

(受信側) LCA/LCV

(送信側) AIM/AIA/VIS/VIA
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第 4章  結 果の取扱と今後の検討課題

4.1 結 果の取扱

受験者は、良好な結果を修めた場合、本試験の結果を用い 「TTC標 準準拠確認制度」

に基づいてTTcに 届け出ることで、TTCマ ークの貼付又は取扱書への表示が可能にな

る。

なお、試験により確認された標準規定内容の問題等については、適宜標準化活動へのフ

ィー ドバックに活用される。

4.2 今 後の検討課題

以下については、本 「端末編」では含まれていないことから、今後次版以降又は別編の

作成時において標準化の状況や製品化の状況を踏まえ再度検討する必要がある。

(1)多 地点通信機能

(2)チ ャネルアグレゲーション関連機能

螂)機 密保持 ・鍵管理方式

14)テ レマティク装置関連機能

幅)BC,HLC, LLCに 関連する事項

G)Type Xbに おける片チャネル異常時処理

今回のガイ ドライン見直しに当たっては端末的側面に対象を絞って 「端末編」としたこ

とにより、上記の技術項目のうちの幾つかは 「端末編」とは別にガイドラインを制定する

方が適当と思われる。例えば、多地点通信機能は、本 「端末編」の試験対象端末を複数個

同時に使用する応用的側面を持っており、また、チャネルアグレゲーション関連機能は端

末の外部に接続 して使用する付加的側面を持っているため、 「端末編」には含めず別に制

定する方が自然であろう。

これに対して、上記(3)～(0の機密保持 ・鍵管理、テレマティク、BC,HLC, LLC、

片チャネル異常時処理、等については本 「端末編」対象の端末内に含まれる機能であると

見なすことが出来るので、独立したガイ ドラインとする必要性は必ずしもない。
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別紙 1

撲 付牛 殿

F A X

チェックシー ト

[ 端末 A ]

機種名

会社/機 関名

担当者

T E L

F A X

試 験 日 げ [ 1 9 9 年 月  日    :  ～  :  ]

[ 端 末 B ]

相 手 機 種 名 [                 ]

試 験 項 ロ リ ス ト

項 番 項 目 判  定  基  準
結  果

(○または ×
備 考 ( 問 題 点 等 )

1

発

呼

第毒裏走
ネル整杏金糞借等沓2E習〉

誓奎暮号|      |
2 付裡義走

ネル

漕ぁ羅蓋
オ通
急進 層 ど涯募事 をFデ

オ

確 認 したモ ー ドを記録す
る。

ビデオ通信 の
確認

L S D 開 設 の
確 認 畠裏2霧蒙グをF場

合の 一日一一―I::影:―日一一Iキ::た‐

H S D 開 設 の
確認 晶皐2確肇グをr場

合の ‐日一一一I:1彰:一日一一絆:1倉―

7 ループバ ック
コマ ン ド(送信)

ループバ ックコマ ン ドに
よ る試験 を確認 す る。 日L8R   ttL 8♀

8 相手切断 場議警翡箸習ヒF正常
に

9

着

呼

第
毒裏走
ネル の

信

　

口万

Ｂ
着
　
Ａ
番

末
に
　
末
話

端
常

端
電

正し
と
対
こ
に
る

Ｅ

ｃ

発
で

|      |
1 0 付裡裏走

ネル

1  1 オ ーデ ィオ通
信 の確認 急通層ど纏事事をF寄籠

暮郎鼻写警調k差弄
~ドビデオ通信 の

確認

梶皇
D開設の畠裏2確装グをF場合

の ―日一――I:1キ′:一日一一舟:|た―

健晶
D開設の晶裏2確装グな夕

場合の ―日一――I:1彰:一日一一Iキ:|た―

ループバ ック
コマ ン ド(受信)

ループバ ックコマ ン ドに
よる試験を確認す る。 日L8R   ttL 8♀

自切断 最署暫箸替ヒF正常
に切

一MEMO―
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付録 1 ビ ットアサイン

aOモ ー ドのフレーム構成
音声 :」 T― G71lμ 則 ;5 6 kbit/s
Bit No.8の Oct.No.17～ 80は 空き
FAS+BAS:1.6 kbit/s

Oct.

No.

Bit No.

1 2
９
０

月

■ 5
ａ
υ 7

０
０

１

■

９

し
　

ｏ
　

只

υ

１

８

Ａ

Ａ

A2
９
０
Ａ
鳳 A4

Ｅ
Ｊ
Ａ
ハ A6 A7

A14

Ｆ

Ａ

Ｓ

９

０

　

ｏ

　

６

A57

A106

A58

A107

A59

A108

A60

A109

A61

Al10

A62

Alll

A63

A l 1 2

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

ｏ

　

ｏ

　

０

１

１

　

　

　

　

８

Al13

A120

A554

Al14

A555 A556 A557 ０
０
Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ａ A559

Al19

A126

A560

綺
」

alモ ー ドのフレーム構成
音声 :」 T一 G728;16
ビデオ :」T一 H261;46.
FASttBAS:1.6 kbit/s

kbit/s
4 kbit/s

Ｃ

　
Ｏ

Ｏ

Ｎ

B i t  N o .

2
つ
０ 5 6

０
０4 7

１

９

し
　

●
　

Ｑ

υ
Ｅ
Ｊ

ｌ

３

　

　

１

Ａ

Ａ

　

ｏ
　

Ａ 貪
υ

２

４

　

　

１

Ａ

Ａ

　

　

Ａ ａ
Ｕ

ｌ

６

　

　

３

Ｖ

Ｖ

　

　

Ｖ

V2 V3 V4
０

　

　

０

５

１

　

　

４

Ｖ

Ｖ

　

●
　

Ｖ

Ｆ

Ａ

Ｓ

９

０

　

ｏ

　

６

７

　

　

　

　

１

１

　

　

　

　

３

Ａ

　

●
　

●
　

Ａ

A18

A32

V41

V76

V42

V77

つ
０
メ
仕
Ｖ

０
０
７
１
Ｖ

V44

V79

V45

V80

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

●

　

ｏ

　

０

１

１

　

　

　

　

８

３

５

３

３

Ａ

Ａ

A159

４

６

３

３

Ａ

Ａ

A160

１

７

８

８

Ｖ

Ｖ

V459

V82

V460

つ
０
０
０
，
Ｖ

V461

V84

V462

Ｅ
υ
０
０
Ｖ

V463 И
４

６

９

“
　

　

　

　

　

ハ
０

８

９

　

　

　

　

４

Ｖ

Ｖ

　

●
　

・
　

Ｖ
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blモ ードのフレーム構成
音声 :」 T― G71lμ 則 ;56 kbit/s
ビデオ :」T― H261  ;68.8 kbit/s
FASttBAS:各 Bチ ャネル

Ｃ

　
Ｏ

Ｏ

Ｎ

第 1チャネル     B i t  N o . 付カロチャネル       Bit No.

l 2
９
０

ａ
υ 7

０
０ 1 2

０
０

ρ
υ 7 8

１

２

　

ｏ

　

８

１

８

Ａ

Ａ

０
乙
Ａ
ｎ A3 A6 A7

A14

Ｆ

Ａ

Ｓ

１

８

Ｖ

Ｖ

　

ｅ

V2 V3 V6
月
４

７

１

Ｖ

Ｖ

　

●

　

ｏ

Ｆ

Ａ

Ｓ

９

０

　

●

　

６

A57

A64

A106

A58

A107

A59

A108

A62

A l l l

A63

A70

A l 1 2

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

４

５

６

Ｖ

Ｖ

V106

V58

V107

V59

V108

V62

Vlll ２

３

０

　

　

１

６

７

　

　

１

Ｖ

Ｖ

　

ｅ
　

Ｖ

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

ｏ

　

ｏ

　

０

１

１

　

　

　

　

８

Al13

A120

A554

Al14

A555

Al15

A556

Al18

A559

Al19

A126

A560

Vl13

V122

V680

Vl14

V123

V681

Vl15

V682

Vl16

つ
０
０
０
ｒ
υ
Ｖ

Vl19

V686

V120

V129

V687

V121

V130

０
０
０
０
ａ
υ

◆

　

Ｖ

b2モ ード (その 1)の フレーム構成
音声 :」 T― G722;56 kbit/s
ビデオ :」T,H261;68.8 kbit/s
FAS+BAS:各 Bチ ャネル

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

第 1 チャネル     B i t  N o . 付加チャネル       Bit No.

1
０
乙

９
０

ａ
υ 7

０
０ 1 2

９
０

ｒ
υ 7

０
０

１

２

　

●

　

８

１

８

Ａ

Ａ

　

・

　

・

A2 A3 A6
И
争

７

１

Ａ

Ａ

Ｆ

Ａ

Ｓ

１

８

Ｖ

Ｖ

　

ｏ

　

ｏ

V2 V3 V6
”
任

７

１

Ｖ

Ｖ

Ｆ

Ａ

Ｓ

Ｏ

　

ｏ

　

６

９

１

　

　

１ α
υ

７

４

　

　

０

５

６

　

　

１

Ａ

Ａ

　

・
　

Ａ

A58

A107

A59

A108

A62

A l l l

A63

A70

A l 1 2

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

４

５

６

Ｖ

Ｖ

V106 ７

８

　

　

　

　

０

５

　

　

　

　

１

Ｖ

　

　

　

　

Ｖ

V59

V108

V62

Vlll

V63

V70

V l 1 2

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

●

　

●
　

０

１

１

　

　

　

　

８

Al13

A120

A554

Al14

A555

Al15

A556

Al18

∩
υ
民
υ
質
Ｊ
Ａ

Al19
A126

０６５

●
　

Ａ

Vl13

V122

V680

Vl14

V123

V681

Vl15

V682

Vl16

V683

Vl19

V686

V120

V129

V687

V121

V130

０
０
０
０
２
υ

●

　

Ｖ
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b2モ ード(その2)の フレーム構成
音声 :」 T― G722,48 kbit/s
ビデオ :」T― H261;76.8 kbit/s
FAS+BAS:各 Bチ ャネル

Ｃ

　

Ｏ

Ｏ

Ｎ

第 1 チャネル      B i t  N o . 付カロチャネル       Bit No.

1
，

一

つ
０

２
υ 7

０
０ 1

９

し

９
０

ａ
υ 7

０
０

１

２

　

ｏ

　

８

１

７

Ａ

Ａ

　

ｃ

A2 A3
０
乙

６

１

Ａ

Ａ

　

●

　

・

１

９

Ｖ

Ｖ

　

ｏ

　

ｏ

Ｆ

Ａ

Ｓ

Ａ
υ

２

１

Ｖ

Ｖ

３

１

Ｖ

Ｖ

V4

V12 瞑
υ

７

１

Ｖ

Ｖ ２
υ

８

１

Ｖ

Ｖ

Ｆ

Ａ

Ｓ

９

０

　

ｏ

　

６

９

５

　

　

１

４

５

　

　

９

Ａ

Ａ

　

●
　

Ａ

０

　

　

　

　

２

５

　

　

　

　

９

Ａ

　

　

　

　

Ａ

Ａ

　

　

　

　

Ａ

民
υ

９
０
∩
υ

４

０

　

　

６

５

６

　

　

９

Ａ

Ａ

　

　

Ａ

V65

V73

V121

Ｂ

Ａ

Ｓ

V66

V74

V122

V67

V123

V68

V124

V71

V127

V72
V80

V128

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

ｏ

　

ｏ

　

０

１

１

　

　

　

　

８

３

　

　

　

　

５

７

０

　

　

　

　

７

９

１

　

　

　

　

４

Ａ

Ａ

　

ｏ
　

ｏ
　

Ａ

０
０
∩
υ
Ａ

A476

∩
υ
∩
υ
Ａ

A477

A102

A108

A480

V129

V139

V759

V130

V140

V760

V131

V141

V761

V132

V762

V133

V763

V136

V766

V137

V147

・ 67

V138

V148

V768

b3モ ー ドのフレーム構成
音声  :」 T一 G728; 1
ビデオ :」T― H261;10
FAS+BAS:各 Bチ ャネル

6    kbit/s
8 . 8  k b i t / s

Oct.

No.

B i t  N o . 付加チャネル      Bit No.

1 2
つ
０ 4 7

０
０ 1 2

つ
θ 6

ワ
ー

０
０

１

２

ｏ

８

一

９

‐Ｏ

ｏ

‐６

１

３

Ａ

Ａ

A15 ６

９

一

И
一
　

　

１

■

Ａ

Ａ

　

　

Ａ

Vl

V13 ４

２

１

Ｖ

Ｖ

V5

V17

Ｆ

Ａ

Ｓ

V6

V18 ∩
υ

７

１

Ｖ

Ｖ Ａ
υ

８

２

Ｖ

Ｖ

１

３

１

２

Ｖ

Ｖ

２

４

１

２

Ｖ

Ｖ

　

・

Ｆ

Ａ

Ｓ

A17

A31

A18

A32

V97

V181

V98

V182

V101

V185

Ｂ

Ａ

Ｓ

V102

V186

V103

V187

V104

V188

V107

V191

V108

V192

Ｂ

Ａ

Ｓ

７

８

　

ｏ

　

ｏ

　

０

１

１

　

　

　

　

８

３

５

３

３

Ａ

Ａ

　

・

A159

４

６

３

３

Ａ

Ａ

A160

V193

V207

1075

V194

V1076

V197

V1079

V198

V212

V1080

９

３

９

１

１

２

Ｖ

Ｖ

V1081

V200

V1082

V201

V1083

V204

V1086

I V205
1V219

|
|
V1087

V206
V220

V1088
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付録 2

試験 に供す る端末の能 力に関す るア ンケ
ー ト用紙

項 目 端 末
ヒ
ヒ
ム
月 力

ォーディオ □A 則

□」T 一G 7 2 8

□」T ―G 7 2 2 - 4 8 k

□ μ 則

□」T ―G 7 2 2 - 5 6 k

画像 フォーマ ッ ト

受信

□QC I F / F C I F □QCIF

最小画面間隔

(受信 )

□ 1/ 2 9 . 9 7秒

□ 3 / 2 9 . 9 7 秒

□ 2 / 2 9 , 9 7 秒

□ 4 / 2 9 . 9 7 秒

転送 レー ト □ 6 4  k b i t / s

□ 3  8  4  k b i t / s

□ 2 ×6  4  k b i t / s

□その他

画像 フォーマ ッ ト

送信

□Q C I F / F C I F □QCIF

最小画面間隔

( 送信 )

( 注

□ 1 / 2 9 . 9 7 秒

□ 3 / 2 9 . 9 7 秒

□ 5 / 2 9 . 9 7 秒

□ 7 / 2 9 . 9 7 秒

□ 2 / 2 9 . 9 7秒

□ 4 / 2 9 . 9 7秒

□ 6 / 2 9 . 9 7秒

□その他

L S D送 受信 k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

H S D 送 受信 k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

ループバ ック

コマ ン ド ( 受信 )

□L C A

□L C D

□L C V

□L C O

ループバ ック

コマンド (送信)

□L C A

□ L C D

□L C V

□ L C O

そ の他 □」T― H261 付 録D(静 止画伝送)

( 注 1 ) 上 記表 中記載 の能 力 につ いて通 信不 可 とな る組合わせが あればその 旨注記す る こと。

( 注 2 ) 最 小 画面 間隔 ( 送信 ) に つ いて は : わ か る範 囲 で記入す ること。 Q C I F / F C I F

との対 応 が書 け る場 合 は フ レ
ーム レー トの右側 に Q ま た は F と 記 入 の こと。
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付録 3(サ ンプル)

第 回  デ ィジタルテレビ
・
電話 。会議相互接続試験 。供試端末

一覧表

会 社 名

タイプ

端  末

接続番号

試 験 時

連 絡 番 号

所   属 電 話 番 号

備 考

機 種 名 担 当 者 F A X番 号

社Ｄ
Ｄ
Ａ
ハ

４

　

５

ｈ

Ｘｂ

Ｘｂ

03-3XXX―

ZZZZ

03-3Юα―

ZZZX

H翻 F ZZZ課 03-3W-11lγ

CODEC-1 □□ □□ 03-3ZZZ―XX〕(X

XYZ社
４

　

５

Ｌ

Ｘｂ

Ｘｂ

Ｙｌ

OX―XXXX―

lⅥγ

OX―XXXX―

1lγZ

1明部 Ⅲ 課 OX―Yllγ―ZZZZ

CD―Ⅲ ○○ ○○ OX-1117-ЮOⅨ
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付録 4-1(サ ンプル)

Type X

試験時間と対向機種 (試験実施日 :Xtt X X日 )

当 初 着 信 端 末

当

初

発

信

端

末

会社名

機種名

ABCネL

00DEC-1

社

Ⅲ

Ｗ

ＣＤ

WZ社

CD-1lγ

備  考

ABCネ上

00DEC-1

9:00-10:30 10:30-12:00 QCIFのみ試験

L(aO)

Xb4(bl) LSD2400

Xb5(b2) LSD1200

WZ社

CD―ЮO(

9:00-10:30

Xa(aO)

Xb4(bl) LSD4800

Xb5(b2) LSD2400

WZ社

CD-1lγ

10:30-12:00 QCIFのみ試験

L(aO)

上段 :時間を示す。
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付録 4-2(サ ンプル)

Type Y

試験時間と対向機種 (試験実施日 :Xtt X X日 )

当 初 着 信 端 末

｀
       当旨

初

発

信

端

末

上段 :時間を示す。

名

名

社

種

会

機

ABC社

00DEC-2

WZ社

CD―XX〕( 畔
酬

備  考

ABCネ士

CODEC-2

13:00-14:00 14:00-15:00

Yl(g) LSD4800 Yl(g) LSD1200

HSD

WZ社

CD―XЖ

13:00-14:00 15:00-16:00

Yl(g) LSD4800 Yl(g)

畔
岬

14:00-15:00 15:00-16:00 QCIFのみ試験

Yl(g) LSD1200

HSD
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